
建設環境委員会
１月11日 （木） 午前10時
審査案件：３件

議会運営委員会
１月22日 （月） 午前10時
２月15日 （木） 午後２時
審査案件：２件

総務企画委員会
１月23日 （火） 午前10時
審査案件：６件

※�各委員会の審査案件は、二次元コードをス
マートフォン等で読み取ると、
ご覧いただくことができます。

行財政改革推進調査特別委員会
１月26日 （金） 午前10時
審査案件：１件

厚生文教委員会
２月６日 （火） 午前10時
審査案件：７件

庁舎等建設及び公共施設マネジメ
ント推進調査特別委員会
２月14日 （水） 午後１時
審査案件：３件

※�委員会等の映像については、
YouTubeで中継・録画配信して
います。

閉会中の委員会日程及び審査案件

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

時
間
帯
交
通
規
制
は
、
沿
道

住
民
の
意
向
に
よ
り
警
視
庁
が

指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
は
け

の
道
沿
道
住
民
か
ら
私
の
元
に

届
い
て
い
る
声
は
、
不
便
で
あ

る
と
い
う
も
の
が
全
て
で
あ
り
、

賛
成
す
る
住
民
は
い
な
い
。
ま

た
、
地
域
に
よ
り
規
制
内
容
が

微
妙
に
異
な
り
、
分
か
り
づ
ら

く
な
っ
て
い
る
。
住
民
の
総
意

を
警
視
庁
に
示
す
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、
タ

ク
シ
ー
会
社
に
通
行
許
可
証
の

発
行
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

住
民
の
総
意
が
条
件
で
設
定
さ

れ
た
な
ら
、
住
民
の
総
意
で
撤

廃
、
変
更
も
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
ど
の
よ
う
な
手
続
を
す
れ

ば
良
い
の
か
。「
居
住
者
用
車

両
を
除
く
」
と
い
う
規
制
に
変

更
す
る
こ
と
を
含
め
、
市
が
主

導
す
る
交
通
対
策
会
議
の
設
置

を
提
案
す
る
。

課
長
　
ど
の
よ
う
な
書
式
が

あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
手
続

す
る
か
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、「
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
（
首
都
直
下
地
震

へ
の
備
え
）」
を
質
問
し
ま
し

た
。

�

片
山
か
お
る

�

（
子
ど
も
の
権
利
）

ア
小
金
井
市
内
で
は
、
昨
今
、

報
道
さ
れ
た
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
が

行
わ
れ
て
い
な
い
か
。
イ
市
内

６
棟
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
入
居

者
数
は
。
ウ
上
野
公
園
か
ら
ホ

ー
ム
レ
ス
の
方
を
連
れ
て
き
て

生
活
保
護
申
請
し
て
い
る
の
か
。

エ
入
居
の
一
時
扶
助
は
な
く
、

本
人
は
借
金
を
し
て
入
居
し
て

い
る
の
か
。
オ
担
当
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
は
。
カ
通
帳
、
カ
ー
ド
、

身
分
証
な
ど
が
管
理
さ
れ
自
立

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
市
は
指

導
し
な
い
の
か
。
キ
保
護
費
を

１
日
500
円
し
か
渡
さ
な
い
、
乾

麺
を
大
量
購
入
さ
せ
る
こ
と
の

把
握
は
。
ク
他
自
治
体
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
が
閉
鎖
に
な
っ
た
際

に
市
内
の
同
系
列
に
入
居
さ
せ

�

森
戸
よ
う
子

�

（
日
本
共
産
党
）

❶
栗
山
公
園
運
動
セ
ン
タ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
や
女
子

更
衣
室
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、

壁
掛
け
式
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
修
繕

を
求
め
る
。

部
長
　
器
具
は
修
繕
し
た
。

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、
ド
ラ
イ
ヤ

ー
は
改
善
し
た
い
。

❷
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
、
ア
小
中
学
校
の

生
ご
み
処
理
機
に
つ
い
て
処
理

方
式
を
見
直
す
方
針
だ
が
、
市

民
の
生
ご
み
投
入
や
障
が
い
者

の
就
労
に
影
響
が
で
な
い
よ
う

に
し
な
い
か
。
イ
市
役
所
内
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
な
い

方
針
を
徹
底
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
今
後
も
関
係
部
署

と
情
報
共
有
の
上
対
応
を
検
討

�

安
田
け
い
こ

�

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
女
性
が
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
た
め
に
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
で
政
策
を

問
う
。
ア
女
性
の
意
思
決
定
を

尊
重
し
、
福
祉
に
つ
な
げ
る
困

難
女
性
支
援
法
が
来
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
。
基
本
計
画
の
策

定
は
。
イ
民
間
の
女
性
支
援
団

体
と
の
連
携
は
。
ウ
毎
年
11
月

に
行
わ
れ
る
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
の
周
知
啓
発

は
。エ
売
春
や
薬
物
乱
用
、貧
困

な
ど
若
年
女
性
支
援
の
取
組
は
。

オ
本
市
の
管
理
職
と
審
議
会
等

の
女
性
比
率
向
上
の
取
組
は
。

部
長
　
ア
市
の
計
画
策
定
は

努
力
義
務
だ
が
検
討
し
た
い
。

イ
今
後
研
究
す
る
。
ウ
令
和
３

年
か
ら
毎
年
庁
舎
玄
関
で
パ
ネ

す
る
。
イ
関
係
課
と
と
も
に
適

切
に
対
応
し
た
い
。

❸
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
、
現
在
の
交

通
量
は
東
京
都
の
当
初
の
予
測

よ
り
既
に
減
少
し
て
お
り
、
根

拠
が
崩
れ
て
い
る
。
ま
た
、
該

当
区
域
に
は
絶
滅
の
恐
れ
が
あ

る
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、

絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
野
生
動
植

物
を
保
存
す
る
法
律
に
基
づ
き

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

長
は
中
止
の
申
入
れ
を
表
明
し

て
い
る
が
、
い
つ
申
し
入
れ
る

の
か
。

部
長
　
交
通
量
は
必
要
に
応

じ
て
検
討
す
る
。
絶
滅
危
惧
種

は
当
該
法
令
の
道
路
整
備
に
関

す
る
規
定
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

市
長
　
現
段
階
で
は
明
確
に

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

た
の
か
。
ケ
居
住
支
援
協
議
会

と
連
携
し
て
支
援
を
。 

課
長
　
ア
詳
細
は
把
握
し
て

な
い
。
イ
217
人
。 

部
長
　
ウ
そ
の
と
お
り
と
認

識
。
エ
一
時
扶
助
と
し
て
市
か

ら
支
給
は
な
い
。
オ
２
人
で
１

人
約
110
世
帯
を
担
当
。
最
低
年

２
回
訪
問
。
カ
国
の
規
制
が
あ

れ
ば
市
が
指
導
で
き
る
。
キ
把

握
し
て
な
い
。
ク
13
人
が
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
入
居
。
ケ
居
住
支

援
窓
口
で
の
支
援
は
有
効
。
所

管
部
局
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
、「
市
が
提
示
す
る

「
多
様
な
学
び
」
と
は
何
か
。

本
来
の
不
登
校
対
策
と
は
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
質
問
し
、
学
校

を
ど
う
変
え
て
い
く
か
、
不
登

校
当
事
者
の
声
を
反
映
し
て
ほ

し
い
と
求
め
ま
し
た
。

ル
展
示
ほ
か
市
報
や
Ｘ
等
で
周

知
し
て
い
る
。
エ
関
係
各
部
署

と
連
携
し
支
援
し
た
い
。
オ
管

理
職
の
女
性
割
合
は
17
・
９
％

と
低
く
課
題
で
あ
る
。
女
性
職

員
キ
ャ
リ
ア
相
談
窓
口
の
試
行

実
施
、
職
場
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
附
属
機
関
等

の
委
員
構
成
は
女
性
登
用
率
50

％
を
目
標
に
全
庁
及
び
各
団
体

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

❷
来
年
度
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
る
。
在
宅
介
護
を
支

え
る
訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
人

材
不
足
は
深
刻
。
報
酬
が
少
な

く
事
業
者
が
撤
退
す
る
事
態
は

制
度
の
問
題
。
市
の
認
識
は
。

部
長
　
訪
問
介
護
員
の
確
保

が
事
業
所
の
存
続
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
来
年
度
介
護
報
酬

改
定
を
注
視
し
て
い
く
。

�

岸
田
正
義

�

（
み
ら
い
）

初
当
選
以
来
そ
の
実
現
の
為

に
質
疑
を
重
ね
、
10
年
か
け
小

学
校
全
校
で
の
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
平
日
全
日
開
催
や
全
小

中
学
校
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
実
施
を
実
現
し
た
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
次
の
一
手
を
提

案
す
る
。
ア
音
楽
室
は
ス
タ
ジ

オ
、
家
庭
科
室
は
キ
ッ
チ
ン
、

美
術
室
は
ア
ト
リ
エ
と
学
校
を

地
域
で
シ
ェ
ア
し
地
域
住
民
が

集
い
出
会
う
シ
ェ
ア
ス
ク
ー
ル

の
考
え
方
が
必
要
。
イ
ス
ポ
ー

ツ
庁
が
求
め
る
と
お
り
除
外
規

定
を
改
善
し
、
部
活
動
地
域
移

行
の
担
い
手
で
あ
る
民
間
事
業

者
・
団
体
に
学
校
設
備
を
積
極

的
に
貸
し
出
す
べ
き
。
ウ
人
生

の
糧
と
な
る
人
や
物
と
出
会
う

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
中
学

校
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
実
施

す
べ
き
。
エ
学
校
地
域
協
働
活

動
と
連
携
し
て
地
域
人
財
を
結

び
地
域
の
力
を
結
集
す
る
役
割

を
公
民
館
に
位
置
付
け
る
べ
き
。

教
育
長
　
ア
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
皆
様
と
参
加
、
実
践
で

き
る
シ
ェ
ア
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
着
実
に
一
歩
ず
つ
進
め
て
い

く
為
の
議
論
を
継
続
し
て
い
く
。

部
長
　
イ
現
時
点
で
明
確
な

方
針
は
な
く
、
引
き
続
き
検
討

し
た
い
。
ウ
事
業
化
に
向
け
た

準
備
を
一
歩
ず
つ
進
め
、
組
織

的
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長
　
エ
こ
れ
か
ら
の
教

育
の
在
り
方
を
広
め
る
た
め
、

学
校
と
公
民
館
が
二
人
三
脚
で

協
働
し
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

新
た
な
公
民
館
の
役
割
で
あ
る
。

�

河
野
麻
美

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
再
犯
者
数
は
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
本
市
で
も
再
犯
防
止
計

画
の
策
定
を
求
め
る
。
再
犯
防

止
の
た
め
に
は
関
係
各
所
と
連

携
し
長
期
の
寄
添
い
型
の
支
援

が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

部
長
　
地
域
福
祉
計
画
に
包

含
し
策
定
予
定
。
福
祉
総
合
相

談
窓
口
を
活
用
し
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

❷
ア
市
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
粗
大
ご
み
回
収
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
を
開
始
し

な
い
か
。
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
り
電
話
対
応
職
員
を
他
業
務

に
充
て
る
等
事
務
の
効
率
化
も

期
待
で
き
る
が
、
市
の
見
解
は
。

部
長
　
ア
先
行
市
を
参
考
に

最
適
な
手
法
を
検
討
す
る
。
イ

�

渡
辺
大
三

�

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
期

日
前
投
票
所
と
し
て
運
行
で
き

れ
ば
、
よ
り
き
め
細
か
に
色
々

な
所
で
期
日
前
投
票
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

来
年
度
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
「
自
宅
前
投

票
シ
ス
テ
ム
」
が
全
国
で
初
め

て
行
わ
れ
る
。
本
市
で
の
実
現

に
向
け
て
研
究
を
。

事
務
局
長
　
投
票
率
向
上
を

目
指
す
一
環
と
し
て
、
情
報
収

集
、
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

❷
公
共
施
設
整
備
基
金
が
多

摩
26
市
で
市
民
一
人
当
た
り
換

算
し
た
残
高
が
一
番
少
な
い
と

い
う
惨
状
を
呈
し
て
い
る
。
庁

舎
建
設
と
の
兼
ね
合
い
で
は
、

財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
専
ら

依
拠
し
て
「
財
政
的
に
十
分
成

り
立
つ
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、

他
市
で
は
計
画
的
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
公
共
施
設
整
備
基

金
に
ほ
と
ん
ど
積
ま
な
い
で
、

財
政
調
整
基
金
に
積
め
ば
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
は
「
水
増

し
」
さ
れ
膨
ら
ん
で
見
え
る
。

財
政
に
詳
し
く
な
い
人
は
コ
ロ

ッ
と
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
。
約

20
億
円
程
度
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
公
共
施
設
整
備
基
金
に
移

し
替
え
る
措
置
を
考
え
な
い
か
。

環
境
基
金
も
充
実
が
必
要
だ
。

部
長
　
財
政
調
整
基
金
を
減

額
し
、
特
定
目
的
基
金
に
積
み

立
て
る
こ
と
は
慎
重
な
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

西
側
道
路
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

課
全
体
の
業
務
量
を
勘
案
し
、

体
制
整
備
含
め
検
討
す
る
。

❸
子
育
て
に
係
る
経
済
的
負

担
の
大
き
さ
が
少
子
化
の
一
因

で
あ
り
出
産
・
子
育
て
費
用
の

公
的
支
援
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

ア
政
府
は
低
所
得
世
帯
の
女
性

が
産
婦
人
科
で
妊
娠
確
認
時
の

初
回
受
診
料
の
補
助
（
上
限
１

万
円
）
を
決
定
し
た
。
本
市
で

の
開
始
時
期
は
。
イ
厚
労
省
の

産
後
ケ
ア
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
内
容
や
安
全
面
等
で
施

設
毎
に
違
い
が
生
じ
な
い
よ
う

自
治
体
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
求
め
て
い
る
。
横
浜
市
で
安

全
基
準
を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
く
乳
児
が
亡
く
な
る
事
故

が
あ
っ
た
。
本
市
の
現
状
は
。

部
長
　
ア
検
討
す
る
。
イ
委

託
先
も
踏
ま
え
研
究
す
る
。 時間帯交通規制の標識

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

器
具
等
の
修
繕
に
つ
い
て

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら

生
活
保
護
利
用
者
を
守
れ

学
校
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
問
う

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
／
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
充
足
し
て
い
る
か

「
移
動
投
票
所
バ
ス
」

「
自
宅
前
投
票
」の
導
入
を

再
犯
防
止
計
画
／
粗
大
ご
み

回
収
／
産
前
産
後
支
援

は
け
の
道
の
時
間
帯
交
通
規
制

を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
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